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第 83 号

今
か
ら
七
年
前
、
『
タ
イ
ガ
ー
マ
ス

ク
運
動
』
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。

平
成
二
十
二
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
、

群
馬
県
中
央
児
童
相
談
所
に
箱
入
り
の

ラ
ン
ド
セ
ル
が
十
個
届
け
ら
れ
ま
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
は
「
伊
達
直
人
」

の
署
名
が
あ
り
、
「
子
供
た
ち
の
た
め

に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。

「
伊
達
直
人
」
は
漫
画
「
タ
イ
ガ
ー

マ
ス
ク
」
の
主
人
公
で
、
覆
面
レ
ス
ラ
ー

の
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
と
な
り
、
悪
役
相

手
に
活
躍
、
経
営
難
の
自
分
が
育
っ
た

孤
児
院
に
、
素
性
を
隠
し
て
フ
ァ
イ
ト

マ
ネ
ー
を
寄
付
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
各
地
で
児
童
養
護
施

設
へ
「
伊
達
直
人
」
名
で
の
寄
付
行
為

が
相
次
ぎ
「
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
運
動
」

と
よ
ば
れ
る
社
会
現
象
が
起
こ
り
ま
し

た
。そ

の
「
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
運
動
」
の

き
っ
か
け
を
作
っ
た
人
物
が
、
昨
年
の

十
二
月
七
日
に
、
後
楽
園
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
「
初
代
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
の

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
、
初
め
て
名
前
と
顔

を
公
表
し
ま
し
た
。

そ
の
人
物
は
、
群
馬
県
前
橋
市
に
住
む
会

社
員
・
河
村
正
剛
さ
ん(

43)

。
河
村
さ
ん
は

3
歳
の
時
に
母
親
と
死
別
し
小
学
生
時
代
は

ラ
ン
ド
セ
ル
を
買
え
ず
手
提
げ
袋
で
登
下
校

し
て
い
た
経
験
か
ら
、
こ
の
寄
付
活
動
を
始

め
た
そ
う
で
す
。

今
回
、
素
性
を
明
か
し
た
理
由
を
、
河
村

さ
ん
は
「
顔
が
見
え
る
ほ
う
が
子
供
の
励
み

に
な
る
し
、
支
援
し
て
い
る
の
は
『
ヒ
ー
ロ
ー
』

で
は
な
く
『
普
通
の
人
』
と
知
っ
て
ほ
し
か
っ

た
」
と
語
り
ま
し
た
。

現
在
は
初
代
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
の
佐
山
聡

さ
ん
（
59)

と
と
も
に
、
施
設
の
子
供
た
ち

を
支
援
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
は
「
隣
人
を
愛
せ
」
・
「
汝

の
敵
を
愛
せ
」
と
説
き
ま
す
。
そ
の
愛
は
相

手
を
慈
し
む
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
相
手
の

身
に
な
っ
て
考
え
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
仏

教
で
は
、
こ
れ
を
「
愛
」
と
言
わ
ず
、
「
慈

悲
（
抜
苦
与
楽
）
」
と
よ
び
仏
教
の
教
え
の

根
幹
を
な
し
ま
す
。

こ
の
慈
悲
の
こ
こ
ろ
が
発
揮
さ
れ
る
に
は
、

私
た
ち
に
利
己
心
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
慈
悲
に
他
者
を
安
楽
に
す
る
喜
び
（
喜
）

と
、
自
己
・
他
者
や
友
・
敵
と
い
っ
た
区
別

に
は
無
関
心
に
な
る
態
度
（
捨
）
が
加
え
ら

れ
、
「
慈
悲
喜
捨
」
の
四
つ
の
心
が
、
仏
教

で
は
最
高
の
境
地
（
四
無
量
心
）
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

日
本
社
会
に
は
、
欧
米
と
ち
が
い
善
意
の

寄
付
へ
の
否
定
的
な
風
潮
、
「
売
名
行
為
」

と
さ
げ
す
む
風
潮
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

交
通
遺
児
へ
の
支
援
活
動
も
、
米
国
の
作
家

ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
名
作
「
あ
し
な
が
お
じ
さ

ん
」
か
ら
、
匿
名
で
「
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
」

を
募
っ
た
と
こ
ろ
応
募
が
殺
到
し
た
と
い
い

ま
す
。

「
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
運
動
」
も
「
伊
達
直

人
」
を
名
乗
っ
て
い
れ
ば
こ
そ
、
社
会
現
象

に
な
っ
た
の
で
は
。
『
普
通
の
人
』
の
善
意

が
ひ
ろ
が
る
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
ね
。

（１）

タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
運
動
再
燃
を
！

～
ヒ
ー
ロ
ー
で
は
な
く
普
通
の
人
が
広
げ
る
『
善
意
の
輪
』
を
～
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法
雄
山
常
休
寺

（
住
職
作
）

（
平
起
式
十
五
刪
）

黄
檗
宗
「
法
雄
山
常
休
寺
」
は
伊
丹
市

の
昆
陽
池
の
北
西
、
旧
街
道
（
有
馬
道
）

沿
い
の
中
野
北
2
丁
目
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
辺
り
は
昔
ツ
ツ
ジ
が
原
と
よ
ば
れ

た
原
野
で
し
た
が
、
寛
永
七
年
（
一
六
三

○
）
浅
野
孫
左
衛
門
ら
に
よ
っ
て
開
拓
さ

れ
新
田
中
野
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

尼
崎
藩
士
（
二
百
五
十
石
）
で
小
浜
（
宝

塚
市
）
奉
行
の
伊
東
祐
之
公
（
藤
原
鎌

足
18
代
子
孫
）
は
信
仰
心
篤
く
、
こ
の

地
に
寺
院
を
建
立
し
よ
う
と
、
黄
檗
山

第
二
代
住
持
の
木
庵
禅
師
の
弟
子
の

石
鼎
道
逸
和
尚
に
相
談
し
ま
し
た
。

せ

き

て

い

ど

う

い

つ

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
、
木
庵

性
滔
禅
師
を
開
山
に
、
翌
天
和
三
年
に
、

木
庵
禅
師
の
弟
子
の
慧
極
道
明
和
尚
に

え

ぎ

ょ

く

ど
う
み
ょ
う

よ
っ
て
再
勧
請
開
山
さ
れ
ま
し
た
。

本
尊
は
釈
迦
如
来
坐
像
、
脇
侍
と
し

て
迦
葉
、
阿
難
の
二
大
弟
子
の
木
造
を

奉
っ
て
い
ま
す
。

元
禄
年
間
に
、
川
辺
西
国
観
音
霊
場

三
十
三
所
御
詠
歌
巡
拝
が
始
ま
り
、
常

休
寺
は
川
辺
西
国
第
6
番
・
灘
25
番
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

唐
風
の
山
門
か
ら
石
畳
の
参
道
が
本

堂
ま
で
続
い
て
お
り
、
本
堂
前
に
は
鐘

楼
が
あ
り
ま
す
。
本
堂
と
鐘
楼
は
平
成

七
年
の
阪
神
大
震
災
で
罹
災
し
、
倒
壊

し
ま
し
た
。

常
休
寺
十
三
代
弘
道
和
尚
は
小
衲
の

師
父
で
、
九
島
院
24
代
弘
忠
和
尚
の
姉

の
普
喜
發
子
の
夫
で
す
。
大
東
亜
戦
争

で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
ソ
ン
島
バ
レ
テ
峠

の
サ
ン
タ
フ
ェ
で
戦
死
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
寿
32
歳
で
し
た
。

發
子
は
夫
の
戦
地
へ
赴
く
と
の
連
絡

を
受
け
、
一
人
息
子
の
幼
い
正
弘
を
連

れ
渡
航
の
地
姫
路
に
面
会
に
行
き
ま
し
た
。

一
方
弘
道
は
「
こ
れ
が
最
後
」
か
と
、
自

坊
に
戻
ら
れ
行
き
違
い
で
つ
い
に
会
え
な

か
っ
た
か
っ
た
そ
う
で
す
。

九
島
院
23
代
榮
忠
和
尚
は
娘
發
子
の
嫁

ぎ
先
の
常
休
寺
が
、
住
職
弘
道
が
戦
死
さ

れ
無
住
職
の
状
態
に
あ
り
、
子
息
正
弘
も

幼
か
っ
た
の
で
、
昭
和
23
年
1
月
15
日
に

晋
山
し
、
常
休
寺
第
14
代
住
職
を
継
席
し

ま
し
た
。

九
島
院
は
發
子
の
弟
弘
忠
が
跡
を
継
ぎ
、

榮
忠
和
尚
が
昭
和
33
年
5
月
20
日
に
示
寂

し
た
あ
と
は
、
弘
忠
が
常
休
寺
15
代
住
職

を
継
ぎ
、
昭
和
44
年
4
月
1
日
に
、
漸
く

よ
う
や

正
弘
和
尚
に
継
席
さ
せ
、
九
島
院
と
の
兼

席
を
は
ず
れ
ま
し
た
。

九
島
院
も
大
阪
大
空
襲
で
焼
失
し
た
お

り
、
常
休
寺
の
檀
家
の
方
々
よ
り
、
戦
災

見
舞
い
に
境
内
に
植
木
な
ど
を
植
樹
し
て

頂
き
ま
し
た
。

時
移
り
平
成
7
年
1
月
17
日
の
阪
神
大

震
災
で
は
、
山
門
・
鐘
楼
・
本
堂
が
倒
壊

し
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
お
寺

を
支
え
る
多
く
の
お
檀
家
さ
ん
も
家
屋
の

倒
壊
な
ど
で
困
窮
さ
れ
て
お
り
、
「
お
寺

の
復
興
よ
り
お
檀
家
さ
ん
が
さ
き
だ
」
と

發
子
も
住
職
も
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

九
島
院
と
し
て
先
の
空
襲
で
の
厚
情
へ

の
お
返
し
と
、
檀
信
徒
へ
の
『
常
休
寺
復

興
浄
財
勧
簿
』
に
の
り
だ
し
、
山
門
の
修

復
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

本
堂
が
再
建
さ
れ
た
平
成
10
年
4
月
5

日
迄
の
間
、
常
休
寺
に
参
詣
さ
れ
た
方
々

が
、
修
復
さ
れ
た
山
門
に
両
手
を
合
わ
せ

て
お
ら
れ
た
と
叔
母
の
發
子
が
涙
を
流
し

て
感
謝
さ
れ
て
い
た
姿
を
思
い
出
し
ま
す
。

（２）

～
川
辺
西
国
第
6
番
・
灘
第
25
番
観
音
霊
場
～

（
意
解
）

昨
秋
、
法
雄
山
常
休
寺
を
訪

ね
た
。
慧
極
禅
師
が
開
山
の
古

刹
は
終
日
し
ず
か
で
あ
る
。
阪

神
大
震
災
で
の
罹
災
し
た
惨
状

は
い
ま
だ
に
眼
に
残
っ
て
い
る
。

寺
門
復
興
事
業
の
艱
難
辛
苦
に

思
い
を
は
せ
た
。

震
災
の
年
の
2
月
3
日
遷
化
し
た
師
父

の
弘
忠
和
尚
も
、
黄
泉
で
き
っ
と
喜
ば
れ

て
い
る
こ
と
だ
と
存
じ
ま
す
。

住
職
の
正
弘
和
尚
は
お
寺
の
復
興
に
艱

難
辛
苦
尽
瘁
さ
れ
、
震
災
以
前
よ
り
も
立

派
で
大
き
な
本
堂
も
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
再
建
事
業
は
な
み
な
み
な
ら
ぬ
苦
労

が
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
察
し
ま
す
。

境
内
に
は
、
小
浜
奉
行
の
伊
東
祐
之
公
・

新
田
中
野
村
開
創
の
浅
野
孫
左
衛
門
・
浅

野
家
代
々
墓
碑
や
開
発
に
参
加
し
た
一
部

の
石
碑
ま
た
、
貞
亨
三
年
（
一
六
八
六
）

常
休
寺
3
代
雪
門
元
亨
和
尚
の
時
、
新
田

中
野
村
が
武
蔵
国
忍
藩
大
名
阿
部
豊
後
守

忠
秋
（
九
万
石
）
の
領
地
と
な
り
、
同
藩

の
菩
提
所
と
な
っ
た
関
係
で
、
忍
藩
の
役

人
の
墓
碑
も
多
数
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

霊
園
に
は
大
白
衣
観
音
立
像
が
建
立
さ

れ
、
阪
神
大
震
災
横
死
者
５
千
数
百
名
の

追
善
法
要
と
あ
わ
せ
、
開
眼
入
魂
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
常
休
寺
は
郷
土
新
田
中
野

村
を
護
り
続
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

法雄山 常休寺 山門

常
休
寺
聖
観
世
音
菩
薩
御
詠
歌

た
だ
た
の
め

大
慈
大
悲
の

観
世
音

中
野
の
さ
と
の

あ
ら
ん
か
ぎ
り
は



開
催
日

昨
年
大
み
そ
か

天

気

晴
れ

参
加
者

七
十
名
以
上

段
々
と
定
着
し
て
き
た
大
晦
日
の

「
坐
禅
と
除
夜
の
鐘
」
。
地
域
の
方
、

お
檀
家
の
皆
様
、
総
勢
70
名
以
上
が

ご
参
加
し
て
く
れ
て
、
楽
し
く
新
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
年
も

様
々
な
行
事
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

(

副
住
職)

2/11

写
経
と
精
進
料
理
の
夕
べ

主
催:

大
阪
市
仏
教
青
年
会

四
天
王
寺
客
殿
を
利
用
し
て
の
写
経

会
で
す
。
参
加
費
三
千
円
。

3/23
…
山
門
会
（
春
の
お
彼
岸
法
要
）

（
別
紙
参
照
）

3/25
…
写
経
会

15
時
～

参
加
費

千
円

（
別
紙
参
照
）

4/6

花
ま
つ
り
子
ど
も
大
会

(

大
阪
市
仏
教
青
年
会)

会
場:

ク
レ
オ
大
阪
中
央

䢪
入
場
無
料
。
お
み
や
げ
あ
り
。

（
別
紙
参
照
）

4/8

花
ま
つ
り
甘
茶
接
待(

西
区
仏
教
会)

九
条
駅
前
で
の
甘
茶
の
接
待
で
す
。

5/14
…
お
寺
ｄ
ｅ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ミ
ニ
バ
ザ
ー

13
時
～

（
別
紙
参
照
）

5/14
…
お
寺
ｄ
ｅ
ヨ
ガ

14
時
～

（
別
紙
参
照
）

6/3
…
は
じ
め
て
の
坐
禅

16
時
～

（
別
紙
参
照
）

お
寺
ｄ
ｅ
ヨ
ガ
と
同
日
に
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ミ
ニ
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ご
協
力
の
お
願
い
で
す
。

龍 灯 第 ８３ 号 平成２９年 ２月 １日

墓地管理費のご納付をお願いします。墓参りの折、郵便振込みでも結構です。

檀
信
徒
の
皆
さ
ま
へ

（３）

『
坐
禅
と
除
夜
の
鐘
』

報
告



奉

納

便

り

○
金
拾
萬
円
御
寄
進
（
平
成
廿
八
年
十
二
月
三
十
一
日
）

大
内
千
恵
子
様
よ
り
、
御
寄
進
頂
き
ま
し
た
。
新
造
し
た
梵
鐘
台
の
費
用

に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
芳
名
を
梵
鐘
台
に

墨
書
し
て
顕
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

編

集

後

記

▼
「
物
に
乗
り
上
げ
た
感
じ
は
あ
っ
た
が
人
と
は
思

わ
な
か
っ
た
」
と
は
今
回
の
容
疑
者
の
弁
。
ひ
き
逃

げ
犯
の
常
套
句
で
す
。

▼
「
断
じ
て
逃
げ
得
は
許
さ
ず
」
と
大
阪
府
警
は

平
成
21
年
以
降
、
死
亡
ひ
き
逃
げ
事
件
を
全
て
検
挙

し
て
い
ま
す
。

▼
事
故
の
真
相
は
追
々
判
明
し
ま
す
が
、
せ
め
て
そ

の
時
、
被
害
者
を
救
助
し
救
急
車
を
呼
ん
で
く
れ
れ

ば
、
命
ま
で
落
と
さ
ず
に
す
ん
だ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

被
害
者
家
族
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
た
び
に
悪
夢
を
思
い

出
し
誠
に
痛
ま
し
い
こ
と
で
す
。

▼
「
会
者
定
離
」
「
愛
別
離
苦
」
は
仏
教
の
教
え
で

す
が
、
こ
の
世
の
儚
さ
を
、
身
に
泌
み
て
感
じ
た
事

は
か
な

し

件
で
し
た
。

▼
無
常
に
し
て
儚
い
現
世
だ
か
ら
こ
そ
、
今
が
大
事

は
か
な

な
の
で
す
。
即
今
た
だ
い
ま
を
大
事
に
新
年
を
過
ご

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

▼
「
霹
靂
の
一
聲
聖
夜
に
轟
く

無
常
の
輪
禍
皆
を

へ

き

れ

き

し
て
驚
か
し
む

那
（
い
か
ん
）
と
も
し
難
し

君

忽
ち
泉
下
に
趣
（
お
も
む
）
と
は

龍
鐘
何
ぞ
堪
え

り
ゅ
う
し
ょ
う

ん
惜
別
の
情
」
※
龍
鐘
と
は
涙
が
流
れ
落
ち
る
さ
ま

▼
新
年
5
日
、
次
女
が
二
卵
性
双
生
児
の
男
女
の
孫

を
出
産
し
ま
し
た
。

（
住
職
記
す
）

▽
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
末
に
大
阪
市
仏
教
会
の

結
成
70
周
年
記
念
事
業
が
無
事
に
円
成
致
し
ま
し
た
。
事
務
局
長

と
言
う
大
役
を
務
め
る
こ
と
が
出
来
て
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

▽
昨
年
12
月
に
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
を
3
時
間
53
分
で
完
走
。
今
年
も

走
り
続
け
ま
す
。

(

副
住
職
記
す)

龍 灯 第 ８３ 号 平成２９年 ２月 １日

墓地管理費のご納付をお願いします。墓参りの折、郵便振込みでも結構です。

（４）


